
主権者の意識を育て社会に封nする生徒の育成をめざす横断的学習

~必修教科「社会」と選択教科・総合的な学習の関連化を図るアプローチ~

1.はじめに

昨年で50年を迎え九日本の社会科は,戦後の花形教

科として登場し,民主主義を支える子供たちを育てる

中心的な役割を担ってきた。しかし,前回の参議院選

挙における投票率が約59%であり,20代の投票率はさ

らに低い状況である。政治的無関心を通り越して民主

主義の危機とも言える状態である。地方においては,

都市化と過疎化が進むなか,地縁による地域共同体の

意識や機能が弱くなり,地方自治の意識も決して高い

とは言えない。子供たちも,小学生のころ参加してぃ

た公民館活動には,中学生になるとほとんど参加しな

くなるのが現状である。学校教育の責任ぱかりとは言

えないが,その重要な一端を担ってきた社会科教師と

しては,単に机上の認識や思考力を育て受験の九めの

知識を理解させるだけで良しとは思えないのである。

しかし,近年,社会全体の動きとして,選挙制度の

改革や国会における党首討論の開始,情報公開法や地

方分権法の制定,ボランティア活動や生涯学習による

新しい地域コミュニティーの誕生など,政治と地域へ

の参加システムやその気運が高まりつぁる。学校教育

に対しても,学校評議員制度の導入や学社連携・学社

融合などに見られるように,地域社会との結びつきを

さらに深めていく方向にある。

こうした動きの中で,新教育課程では,総合的な学

習の新設により,学校や地域の特色に応じ九体験的学

習の導入が図られるようになった。そこで,これまで,

必修教科と選択教科の2つで担ってきた教科目標を,

総合的な学習も含めたカリキュラムの中で問い直すこ

とが求められていると思われる。すなわち,必修教科

「社会」と選択教科「社会」および総合的な学習どの

関連づけを図っ九カリキュラムを編成していくことが

必要であると考える。これによって,中学生の段階に

おいて,社会や政治に対する関心を高めたり,主権者

としての自覚を育てると共に,自分なりに社会に参加

しようとする生徒を育てていき九いと考えている。先

に述べた,社会の現状を考えると,このねらいとカリ

キュラム編成は,極めて大切な課題であると考える。

本稿では,まず,これまでの研究実践を振り返り,

必修教科「社会」から参加型の選択教科「社会」へと

長岡素巳

研究の中心が移行してき九経緯を述べ,その研究の発

展として取り組んできた総合的な学習の構想と実践に

ついて述べたいと思、う。そして,その総合的な学習の

成果と課題・限界から,再び必修教科「社会」のあり

方に目を転じ,社会科と総合的な学習の横断的なカリ

キュラムのあり方について述べてみたいと考えている。

本稿のねらいは,社会科が社会や政治と関わる基礎

を育てる教科の目標をもっていることから,学んだこ

とが生徒の生活に生き,社会生活における実践的態度

につながることを念頭においた。具体的には,「生徒

一人一人が自分なりに社会に参加できる心と態度」の

育成をめざし,歴史的分野と公民的分野と総合的な学

習の関連化を図ったカリキュラムの構想と実践にっい

て,選挙権の行使と地域社会への参加を題材に述べた

いと考えている。なお,選択教科との関連については,

構想段階にとどめ,実践については,別稿に譲りたい。

この構想は,あらかじめ文献研究により想定したもの

ではなく,過去3年の実践と,とりわけこの 1年,生

徒に教えられながら練り上げ修正してき九ものである。

本稿が,教科と総合的な学習との関連化が求めれて

いる今日の教育課題に対して,ーつの提案になれば幸

いである。

2.社会科学習のあり方の推移

本校では,1985年から「自ら学ぶ力」をテーマに掲

げ,「学習問題の発見」→「仮説の設定」→「検証」

→「よりよい解決方法の提案」という科学的な追求プ

ロセスを設定した指導を行ってきた。それは,科学的

な社会認識の上に立って,価値的な社会認識を育てる

ためであった。

その後,科学的な追求プロセスが,必ずしも生徒の

意識の流れに沿っていない場合もあることがわかり,

一人一人の生徒がより主体的に追求できるように,生

徒の論理を大切にし九学習を志向するようになった。

さらに,選択教科「社会」においては,地域と積極的

に関わる態度や能力の育成をめざし,体験活動を重視

した学習や社会参加による学習を模索し,社会におけ

るあり方や生き方を見つめる学習をめざしてきた。筆

者が開設した講座は,「21世紀の松江」「国際文化観光

都市・松江」の2つである。
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このような学習に転換してきた理由は,これまでの

学習が生活と遊離し,学んだことを実生活に生かすこ

とができない学習への反省によるものであった。

3.総合的な学習への発展

こうした流れのなかで,本校では,1992年より,福

祉・環境・国際理解をテーマに総合的な学習の研究が

始まっ九。社会科においては,これまで積み重ねてき

た選択教科「社会」の指導経験を拠り所に,問題解決

力の育成と,社会におけるあり方や生き方を考えさせ

ることを直接的なねらいとして,学習を構想し実践し

ていっ九。このような学習の構想については,平成6

年に,拙論「中学校社会科と総合学習~カリキュラム

構想と『生き方』を学ぶ体験的学習の構想」ωで述べ

てき九。その中で,体験的な学習による学びの要素を,

次の2つの視点から捉え直し,モデリソグの考え方と

理論を基に具体的な学習の構想を試案した。

長 岡 素 巳

0 「演劇を通して思いを伝えよう」(国語科と)

松江市内の国際交流団体をグループ別に訪問し,

聞き取った内容をもとに脚本を作成し,差別と人

権をテーマに,演劇を上演する。

0 「留学生とふれ合おう」

中学生にもできる国際交流のあり方を探るため

に,島根大学の留学生との交流会を企画し,その

体験をもとに次の交流会を企画し,最終的に学習

の様子をVTRに編集して提言を行う。

4.「生き方」と「学び方」の統合を図
る総合的な学習へ

過去4年にわたる4回の講座を開設し学習を実践し

てきた結果,「生き方」を初めとする総合的な学習の

4つのねらいに迫る学習を成立させるためには,次の

5つの視点を大切にし九学習を展開することが必要で

あることがわかってき九。

①学習者の自己認識を深め,個性を生かす生き

方を育む。

②社会集団の中の自己認識や,社会と関わる生

き方を育む。

その後,中央教育審議会答申および教育課程審議会

答申により,総合的な学習が新設され,その学習のね

らいとしては,問題解決力,学び方,主体的・創造的

な態度,生き方の4つが掲げられた。初めの3つのね

らいは,教科や選択教科の学習のねらいとも共通する

が,総合的な学習は,特に,生き方を考えることが目

標として掲げられていることに特色がある。また,こ

の4 つのねらいは,互いに独立したねらいではなく,

相互に関連し合い,高め合いながら,それぞれのねら

いに迫ることができると考えられる。この点からも,

教科との関連が求められるところである。

これらの答申と前後して,総合的な学習の時間にお

いて,筆者が実践し九講座は次の4つであった。

◎テーマ「福祉」

0 「福祉マップづくり」

車椅子で町を実際に歩き,身体障害者の方のた

めに,福祉マップを作成する。

0 「あの子の笑顔に出会いに行こう」

障害をもつ幼児の施設である「ふじのみ園」を

訪問し,インタビューを行い,その後,夏休みの

プールの手伝いや,クリスマス会を企画し交流を

行う。

◎テーマ「国際理解」

①社会に生きる人々と関わる技能やマナーを学

ぶ。

②生徒が自ら体験を創り出し,その体験から学

ぶ。

③社会に生きる人々の願いや考えを理解し,自

分の考えを再構成する。

④学んだことをより多くの人々に伝える効果的

な表現方法を学ぶ。

⑤社会に生きる人々の願いに気づき,共に生き

ていく生き方を学ぶ。

これらの視点の詳細については,拙論「学び方を総

合的な学習と国語科で学ぶ」『1旨導と子判西199吽9月号』②

において,「留学生とふれ合おう」の実践をとおして

述べているので,そちらを参照していただきたいが,

学習の概要のみ紹介したい。

島根大学に在学しておれられる留学生との交流を目

的にした講座を,平成8年に開設した。初めは,留学

生への支援を学習活動に組み込み,留学生の直面して

いる問題から,国際理解や国際交流のあり方を追究し

てぃこうと考えていた。しかし,生徒達は,そのよう

な計画は好まず,もっと中学生らしい交流のあり方を

探り九いと提案してきた。初回の座談会が,どことな

く堅苦しいものだったことが原因だっ九。そこで,生

徒の主体性に任せ,話し合いを持った結果,「ピクニ

ツク&テニスを楽しもう」という第1回の交流会を実

施し九。これが,大成功に終わり,留学生の方と親し

くなり,今後の交流も継続していただけることになった。
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次に,学習の最終目標を話し合い,「中学生にもで

きる国際交流のあり方をVTRに編集して各交流団体

に提案する」「国際社会の中での生き方を少しでも身

に付ける」という目標を設定した。目標設定は,教師

の支援が最も重要な役割を果九すところである。そし

て,生徒達は,仮設を次のように設定した。「文化や

国籍の違いを超えて楽しめる,スポーツや食から入り,

心を通い合わせることによって,はじめて留学生の本

音を聞くことができ,その違いを認め合うことによっ

て本当の国際交流ができるのではないか。」この仮設

は,この後の学習で,見事に検証されることになる。

第2回目の交流会は,「食を楽しもう」というテー

マで,留学生の方とそれぞれの国の料理をつくり交流

した。これもま九大成功に終わり,文化の違いも感じ

取ることができた。しかし,「楽しく交流すれぱ,交

流の目的はなくてもよい」と生徒達が考えるようにな

り,これでは学習の深まりはないと考え,留学生に協

力していただき,生徒達に話していただい九。これが

大変厳しいもので,私費留学で来ておられた台湾から

の留学生は,目的のない国際交流などあり得ないと,

優しかった態度から一変して強い口調で説諭され九。

生徒達は,自分達の甘さを反省し,次にそれぞれの

思いを語り合う座談会を実施した。この場で,留学生

の本音を聞くことができ,生徒は,相互理解の大切さ

や,文化の違いという「あっていい違い」と人として

の権利や偏見などの「あってはならない違い」にっい

て,深く考えたようである。

最後に, NHKのプロデューサーを訪ね, VTR作

成のポイントを聞き,それを基に活動の様子を編集し,

最後に提言をナレーシ.ンとして吹き込み終了した。

そして,留学生と最後の座談会を実施し,活動を振り

返りVTRをプレゼソトとして手渡した。次は,生徒

全員でつくった提言である。

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

でした。それが最後の座談会では,その人自身の

考えや思いが強くぶつけられ,留学生の本音を聞

くことができたのです。そういう意味で,この活

動のやり方は大成功だっ九と思います。

ただそんな中で,台湾からの留学生である呉さ

んの話を聞いて,次のように考えさせられること

もありました。それまでわりと「みんなで楽しく

やりましょうー」的な交流をめざしていたのが,

現実はそれほど甘いものではないということです。

「あなた達が国際交流をする目的は何ですか?」

と聞かれ,困ってしまいまし九。「目的を持って

いれば自分の国の人たちに『国際交流』について

や,相手の国のことについて説明するときなど,

その目的の視点から説明することができる。それ

は,国際社会に出たときに自分や自分の国にとっ

て有利なことになり,逆に,何かの目的を持って

交流しないと結局よいものは得られない。」とい

うような内容でした。絶対的な目的がなくてもで

きる交流をめざしていた私たちに,こういう考え

もあることを気づかせてくれました。

結局元に戻ってしまうようですが,私たちがそ

うであったように,人間の奥底に流れる「食べる」

「遊ぶ」,そういう世界共通,人間共通のところ

から交流していった方がいいと思います。逆に,

そういうところにすら文化の違いはあり,その点

からも意味のある交流でし九。しかし,それだけ

ではいけません。そこから次に,座談会のような

それぞれの老えを深める場をつくることも重要で

す。新しい疑問,問題,発見なども出てくるでし

よう。そうして,交流は限りなく続いてぃくはず

です。

これは終わりではなく,始まりなのではないで

しょうか。

私たちが国際交流を通して感じたことは, ワー^

ブルを囲んでの話し合いよりも,「遊ぶ」「食べる」,

そういう人間としての交流を深めていっ九方が,

うまくいくということです。

私たちの場合は一緒にピクニックへ行き, テニ

スをし九り,いろいろな料理を食べることからは

じめました。すると,その後の座談会では,話し

合いばかりをしているのに比べて,ずっと中身の

濃い話ができ九ように思います。いちぱん最初に

留学生にきてもらったときは,自販機の話やピザ

の話など,確かにおもしろいかもしれないけど誰

にでも話せるような,聞いことがある内容が中心

実際の活動は私はよく町とかがしているような

使わなくなったものを集めてバザーをしたり松江

のパンフレットを英訳したりとか物質的な表面だ
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この交流は,相互に心の通い合う素晴らしい交流と

なり,生徒も教師もまた留学生も,様々な点から学ぶ

ところが多かった学習であった。

5.実践例から見た総合的な学習の成
果と課題

「留学生とふれあおう」の学習を終えて,生徒は次

のような感想を述べている。



けの応援をするのが留学生九ちはよろこんでくれ

るのかなって思ってた。でも留学生に会って話を

して,(留学生は物質的な豊かさ,便利さももち

ろん必要としているけど,それよりも心を,人と

のふれあいというぉ金では買えないようなものを

必要としているんではないか)というように感じ

た。そう感じたのは私だけではなかったようで,

何回か留学生に会ううちに私たちはこの講座で何

をすべきなのか見えてきた。だから私九ちは一緒

にビクニックと称して公園にテニスをしにいった

り昼食を(それぞれ出身国の料理を留学生に作っ

てもらって)食べたりし九。そうして交流して,

その問にその国の事や,どうして日本に来たのか,

何を勉強しているのかなどいろいろと話をするこ

とができるようになっ九。それはその国の事を知

ることができただけでなく,その国が今どんな風

になっていき九いと思っているのかとかそこから

留学生もだけど,その国がどんな助けを必要とし

ているのかがわかっ九と思う。

でも留学生と一緒になにかをして楽しむといっ

た交流ができて本当によかったと思う。ものを売

つてあげただけではそのとき,その一瞬の応援。

だけど,心を交わすことができるような応援の仕

方はきっとずっと互いに心に残って,留学生がつ

らく思っ九り落ち込みそうになったときに,「あ

のときの」といって私九ちも自分のことを応援し

てくれているんだということを思い出して,それ

をがんばるんだといったエネルギーに変えてくれ

ると思う。逆に私たちだって留学生だってがんぱ

つているのだから,といってがんばれる気がする。

ビデオ作りなんかもやり本当に大変な活動をし九

けど大変だった分いい活動ができたと思う。この

講座で国際交流の仕方が何となく分かっ九気がす

るので,これから交流するときに役立てたいと思

長 岡 素 巳

特に,国際理解を深めるためには,自分の国や地

域の文化を知る必要があること,国際理解のために

は互いの文化について相互理解が必要なこと,一人

の人と人との具体的な交流の中で理解が深まってい

くことなど,実感を伴った国際理解に対する見方や

考え方を育てるこどができ九。

②将来にわたって生活に生かすことができる交流

のあり方や方法を身に付けることができた。

国際社会の中で,自分が人とどのように関わって

いけぱよいのか,スポーツや食,遊びなど互いに楽

しみながら心を通わせる交流から始め,その後に自

分の大切にしている価値観を語り合うという,人と

の交流を深めていく具体的な生き方を身に付けるこ

とができた。

③様々な違いを乗り越えて,人と人とがわかり合

える生き方を獲得することができた。

人種,国籍,年齢,立場など様々な違いをきちん

と受け止めながら,しかも人としての共通する価値

や生き方,豊かな心など,実感をもってわかり合う

ことができ,視野だけでなく生き方を広げることが

できた。

④自ら体験を創造していく主体的な態度を育成す

ることができた。

1つの体験から次のステップを見通しながら次の

活動を創造していく主体的な学びの態度を育てるこ

とができ九。この講座の生徒から,英検準一級にチ

ヤレソジして合格した生徒や,長野オリソピックの

聖火ラソナーに応募して当選した生徒,高校の生徒

会長に当選した生徒など,主体的な活動を続けてい

る生徒がいることは嬉しい限りである。

このように,必修教科や選択教科では育てることが

できない資質や能力を,総合的な学習では直接的にね

らうことができる良さがある。

しかし,一方で,実践してきた総合的な学習が,限

られ九人数の生徒による体験中心の学習であることか

ら,次のような課題も浮び上がってきた。

◎課題

①人数の制限による課題

この学習を経験し九生徒は,講座選択制で集まっ

た7名の生徒である。いくら生き方を見つめること

ができ九としても,国際理解については,この講座

ともう1つの講座を選択した生徒に限られ,たとえ

発表の場を持ったとしても,他の百名以上の生徒に

対して一般化することは難しい。

②社会認識の深まりの不足

国際社会や地域社会との関わりは,社会的事象に

^

つ。

この感想に代表されるように,生徒の見方や考え方

が,自分と留学生との関わりをとおして,変わってい

つた様子を読みとることができる。卒業後の同窓会で

も,この学習が心に残る思い出として語られることか

らも,生徒たちに与えた印象は深いものがあったと思

える。これらの生徒の変容から,この学習の中で得ら

れた成果は,次の4つにまとめることができる。

0成果

①必修教科では味わえない感動と実感を伴った国

際理解が得られた。
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対する多角的な見方や考え方,社会に対する知識や

理解の上に成り立つものである。例えぱ,この講座

に関していえば,日本と諸外国の留学生交流の現状

や留学生の置かれている生活の現状と問題点,大学

地方公共団体・民間団体の施策や活動の現状と問

題点などについて,学習問題として追究することが

大切な学習の一側面である。しかし,体験中心の学

習のみでは,時間的な制約もあり,このような認知

的な深まりが不足している。つまり,学んだことが

社会全体に対する見方として一般化できにくぃとい

う短所がある。

③社会参加への見通Lの不足

②のことから,体験中心の学習では,社会に生き

る具体的な人と自分との関わりは見出せるが,社会

そのものと自分との関わりについての見取りを持つ

ことができにくく,従って,将来自分なりの具体的

な社会参加への見通しを持つことができにくぃとい

える。

課題の①については,国際理解という視点ばかりで

なく,生徒一人一人によって,社会に対する関心が異

なり,社会と自分との関わりについても認識に差異が

ある。生徒一人一人の関心に基づいた追究テーマが望

まれる。②と③については,時間的なゆとりがあれば,

体験からさらに学習問題を設定し深めることができる

かもしれないが,限られ九時間数の中では,これら2

つの課題を克服することは難しい。そこで,必修教科

「社会」と選択教科「社会」および総合的な学習の3

つの学習を関連させることで,社会認識と学び方,体

験の3者を生徒の中でりンクさせ,社会全体について

の総合的な認識と自分なりの社会参加の見取りを育む

ことができるのではないかと考えた。

つまり,総合的な学習で補いきれないところを必修

教科や選択教科で補い,また,逆に必修教科や選択教

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

科で補いきれないところを総合的な学習で補うカリキ

ユラムづくりである。時間数が削減される新教育課程

の中で,[生きる力]を持ち社会を担う生徒育ててぃ

く為には,それぞれの学習の特質を踏まえ,ねらいを

明確にして有機的に関連させていくことが不可欠であ

ると思われる。

以上述べてき九課題を克服するために,これより社

会科と総合的な学習の関連化を図った,横断的な学習

の試みについて述べてみたい。

6.社会科と総合的な学習の関わり

社会科は,あらゆる社会事象を対象とする教科であ

る。その社会科で育み九いねらいは,社会認識の習得

学び方(自己教育力)の育成,生き方を考えること

の3つであろう。この3つのねらいは,相互に関連し

影響し合いながらながら育まれていくものと考えられ

る。その点からカリキュラムを考えると,必修教科で

は,社会認識と基礎的な学び方の習得を主なねらいと

し,選択教科では学び方の育成を,総合的な学習にお

いては生き方を考えることを,それぞれの中心的なね

らいとして展開されるべきであると考える。三者の学

習の違いを論ずるよりも,それぞれの足らざるところ

をどう補っていくのかを考え,3つの学習の特色を生

かし合い,社会認識と学び方,生き方をバラソスよく

育んでいくことが必要であると考える。

また,[生きる力]の核となる,問題解決力は,ど

の学習においても育てる必要があり,相互の関連を考

えていくことが大切である。以上の点から,必修教科

としての社会科と選択教科「社会」および総合的な学

習は,あくまで生徒を育てることを目標として,それ

ぞれの特質を生かし合いながら,相互補完的に機能す

るように扱っていくべきであろう。以上のような構想

を図示すると次の図1のようになる。

必修教科「社会」

社会認識
問題解決力

・^■■巨■

図1 必修教科と選択と総合的な学習との関連(線の太さは関係の強さを表す)

総合的な学習

生き方
問題解決力

選択教科「社会」

生き方
問題解決力
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フ.必修教科「社会」と選択教科「社
会」,総合的な学習の関連化によっ
てどのような生徒の育成をめざすか

では,具体的にどのような相互補完を構想すればよ

いのであろうか。カリキュラムの関連化を構想する上

で,最も考えなけれぱならないことは,どのような生

徒を育てるのか,めざす生徒像や目標を明確にするこ

とである。それなくして,環境や国際理解などの学習

内容や学習方法のみを関連させたところで,生徒を育

てることにはなりにくい。

したがって,社会科としての教科固有の目標と総合

的な学習の目標の両方を機軸に,どんな関連化が図ら

れるのかを総合的に検討し,生徒の現状や今日の教育

的課題に応えるために,どのような関連化が求められ

てぃるのか,また具体的にどのような実践が可能なの

かを考えていく必要があろう。

そこで,必修教科と選択教科,総合的な学習の目標

や特質を考慮したとき,おおよそ次のような関連化が

構想できると思われる。

①必修教科の目標に近づく九めに,総合的な学習

において教科目標と関連の深い「生き方」を相互

補完的に育む。

②必修教科や選択教科,総合的な学習において,

「問題を発見する力」や「問題を解決する力」を,

長 岡 素 巳

活用の能力など社会科が担う部分は大きい。

このような点から,個人研究の立場として,

緒となる①について関連化を図る構想を考え,

の実践について述べていきたい。

(1)教科目標から見た総合的な学習との関連

新学習指導要領では,社会科の教科目標として,次

のように示されている。

相互補完的に育てる。

③必修教科や選択教科,総合的な学習で,系統的,

相互補完的に「学び方」や「主体的・創造的な態

広い視野に立って,社会に対する関心を高め,

諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し,我が

国の国士と歴史に対する理解と愛情を深め,公民

としての基礎的教養を培い,国際社会に生きる民

度」を育てる。

アソダーライソの部分は,総合的な学習の目標とし

て掲げられているものであるが,教育課程審議会答申

の中で,教科の学習や道徳,特別活動の改善点として

も強調されている部分である。

①については,社会科の教科の目標が明確であるこ

とから,比較的関連が図りゃすいと思われる。

②については,最も核心となる部分であるが,教科

において育てる問題解決力の視点と総合的な学習にお

いて育てる問題解決力の視点をそれぞれ明確にした上

で,相互の質的な差異や関連を明らかにする作業があ

るため,一朝ータでは明らかにできないであろう。た

だ,今必要とされている重要な課題であると思われる

ので,今後,小さな実践を重ねていき九いと考えてい

る。

③については,社会科だけでなく,すべての教科に

おいて,学び方を育てる必要があるため,教育課程全

体で構想しなけれぱならない課題である。ただ,資料

主的,平和的な国家・社会の形成者として必要な

まず端

次にそ
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公民的資質の基礎を養う。

以上の目標を具体的な生徒の姿として私なりに描く

と,次のような姿が考えられる。

新聞やテレビのニュース,地方自治体の発行する広

報などに目を通して,世界や日本,地域の出来事や問

題に関心を持ち,日本に住む人々をはじめ,多くの人

々が幸せになるように,よりよい社会のあり方や社会

の問題の解決をいろいろな点から考えたり,中学生な

りに社会参加の方法に思いをめぐらせることができる

生徒。そして,将来,選挙権を得たときには,平和で

民主的な国家をつくるために必ず投票に行くなどして,

政治に参加したり,また国際社会や地域社会の一員と

して自分のできることを考えようという気持ちをもつ

生徒。

このめざす生徒像を一言でいえぱ,次のように表せ

るであろう。

社会の諸問題に関心をもち,よりよい社会をめ

ざし,自分なりの社会参加のあり方を考えること

ができる生徒。

学習指導要領で示された社会科の目標は,少しずつ

改訂されているとはいえ,「公民的資質の基礎を養う」

という基本的な部分は変わっていない。しかし,はじ

めにも述べ九ように,目標とする教育には,社会全体

の現状をみる限り,かなり遠い現状にあることはいな

めない。この現状を良しとできないならば,今一度,

この目標をめざすカリキュラムを,総合的な学習との

関連で実現できないだろうか。

幸い,総合的な学習では,地域における体験的な学

習や,自分で問題を発見し解決する問題解決的な学習



を重視している。この学習は,社会科においても従来

重視してき九学習である。そこで,教科における「社

会認識」と総合的な学習における体験活動から得られ

る実感を伴なった「生き方」という,車の両輪によっ

て,自分なりの「社会参加」のあり方を考える生徒を

育てることができるのではないかと考え九。

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

②社会に参加する力とは

このような問題意識をもっていた時に,門脇厚司氏

の著書『子どもの社会力』③に出会った。著書の内容

は,次のようなポイソトにまとめられる。

①社会力とは,主体的に好ましい社会を構想し,

作り,運営し,改革していく意図と能力ととらえ,

青少年に欠けているのは,社会に適応してぃく社

会性ではなく,この社会力であるととらえる。

②社会力は,発達心理学,脳生理学,動物行動学

などの研究成果から,人と人との相互作用の中で

育まれることが明らかである。特に,大人が子ど

もにきちんと応答することによって育まれていく。

このことから,社会力とは,言い換えれぱ「人と

人とがつながる力」であり,「社会を作っていく

カ」であるとも言える。

③しかし,今日,学校生活の中での仲間意識や連

帯感,地域社会の中での共同体意識が失われるこ

とによって,社会力が育まれず,その結果,いじ

め,学級崩壊,少年犯罪など,教育の諸課題が生

じている。

④そこで,学校や地域社会において,子どもと大

人が一緒になって活動し,社会力を育む場や学習

を創造していくことが喫緊の課題である。

門脇氏が言う「社会力」は,言い換えれぱ「社会と

関わる力」であり「よりょい社会を形成していく力」

ともいえるであろう。ただ,氏は,社会認識について

言及はしておらず,「好ましい社会を構想し,作る」

といっても,社会認識のないところでは,この「社会

カ」を育むことは難しいであろう。ただ,私がイメー

ジしている,「社会と関わる力」や総合的な学習で育

む「生き方」に極めて近い考えであることから,氏の

考えに示唆を受け,賛同する点が多い。

特に,社会科がめざしてきた「社会と関わる力」は,

ような体験的学習を構想すれぱよいか自ずと見えてく

る。すなわち,これから求められる総合的な学習は,

次のような学習である。

地域の人々と生徒が関わることによって,人と

してのつながりゃ社会とのつながりが実感でき,

共に生きるために自分がどのように生きていけぱ

よいかを考えることができる学習。

幸い,本校では,本年度3年生を対象に,地域をフ

イールドとして「社会参加学習」を構想し実践化を図

つた。この実践については,本稿の最後のところで述

べたいと思、う。

また,必修教科としての社会科では,人権と国民主

権および参政権としての選挙権の意義を,歴史的分野

と公民的分野を関連させて,できる限り身近な問題と

絡めて実感させ,最後に,住民自治による地域づくり

の大切さを題材として扱い,全体としては,政治参加

を核に扱おうと考えた。

このような構想を図示したものが,図2である。で

は,まず,必修教科の実践例から述べたいと思う。

「人と人とのつながる力」を起点にしなけれぱ育っは

必修教科「社会」

ずがなく,教室の中でいくら社会認識を育てても社会

に参加する生徒や将来の大人は育九ないという点であ

社会と関わる力

る。戦後の経験主義の時代を除き,社会科が系統主義

に転換してきたことの最大の弱点であると言って過言

ではないと思、う。この点から,総合的な学習で,どの

社会認識

政治参加

総合的な学習

図2

地域

「社会と関わる力」を育むカリキュラム構想図

8.必修教科における主権者意識と政
治参加意識を育てる実践例

①選挙権をどぅ捉えどぅ指導するか~選挙権の2つ

の意義

選挙権は,民主政治を実現するための最も基本的な

権利であり,近年は,国民の義務ととらえている国も

増えている。選挙権獲得の歴史をみると,産業革命以

生き方

社会参加

ーフー



後のイギリスにおける労働者の選挙権拡大運動,フラ

ンスにおける普通選挙の実現。日本では,自由民権運

動による国会開設と総選挙の始まり,大正デモクラ

シーの動きによる普通選挙の実現,第二次世界大戦後

の婦人参政権の実現と,人類の長い闘いの道のりを経

て獲得してき九ことは周知の事実である。

また,議院内閣制度をとる日本では,国民の代表で

ある国会において,行政の長となる内閣総理大臣を選

出し,行政権の行使については国民が間接的に依託し

ている。まブに,国民の意思は,世論や請願という形で

内閣にも直接に反映されているが,これらについても

選挙権を国民が行使できることが前提となってはじめ

て力をもつと言える。

この選挙権については,国民の立場から考えると,

2つの意義があると考えられる。そのーつは,国民一

人一人の願いを実現するための権利としての意義であ

る。今一つは,よりよい社会を築いていくために,政

策に国民の一人として責任をもち,国民の意思を反映

させるために,政治に参加する義務としての意義であ

る。前者の立場が権利としての選挙権であり,後者は

義務としての選挙権と考えられ,両方の意義があって

こそ本来の選挙権の意義と言えるであろう。

しかし,戦後の日本においては,前者の意義のみが

強調され,与野党ともに個の利益を掲げて選挙に臨ん

できた傾向がある。その結果,「権利ばかりを主張す

る国民」「利権主義と地縁に支えられた選挙」「金権腐

敗選挙」などと悪評される風潮を生み出してきた。社

会科教育においても,権利としての選挙権の意義を重

視して指導し,義務としての選挙権の意義は重視され

なかったのではないかと自省している。投票率の低下

や政治への無関心は,政治不信が大きな一因となって

いるとしても,選挙権に対する前者に重点をおいた捉

え方のアソバランスが,個人と政治の関係の希薄化を

招いている要因になっていると考える。

そう考えるきっかけになったのは,私が,日豪交流

基金の招待で,オーストラリアの国会やニューサウス

ウェルズ州の教育委員会,シドニーのハイスクールを

訪問したときに,次のように痛感したからである。つ

まり,オーストラリアにおいて,民主国家を支えてい

るのは,国民や住民一人一人が自分の国や地域社会を

責任を持ってつくりあげているという意識であり,選

挙権は当然の義務であるという意識である。事実,オー

ストラリアでは,選挙権の不行使に対して罰金が科せ

られ,投票率は97%である。近年,日本でも投票時間

の延長や不在者投票手続の柔軟化が進められ,ま九州

制度の検討も論議され始めているが,日豪間の意識の

長 岡 素 巳

格差は大きいと感じた。

日本では,選挙権の義務化はできにくいであろうが,

少なくとも教育においては,選挙権の2つの意義をき

ちんとふまえた指導をしていく必要があるど考える。

これからは,日本および日本人が,国際社会において

責任ある立場を果たし,また,累積赤字をはじめ,積

み残し山積みになっている政治や社会の諸問題を解決

してぃくことが真剣に求められている。そのためにも,

選挙権については,国民一人一人を大切にする権利と

しての意義を基盤としつつ,政治や社会に参加し国民

一人一人が自分の国や社会に責任をもつという意義を,

生徒にとらえさせていくことが大切であろう。

このことは,国政だけでなく,「民主主義の学校」

といわれる地方自治や地域社会についても同様のこと

が言える。以上述べてき九ことをー一言でいえぱ,生徒

に「自分がつくる国,自分がつくる地域社会」という

自覚を育てることが求められていると思う。民主主義

の原則は,「国民の国民による国民のための政治」で

あるが,"For"ぱかりを強調する学習ではなく,責

任としての"By"を大切にする学習が大切であろう。

もうーつ大切なことは,選挙で1票を投じても政治

は変わらないという意識をつくらないことである。そ

の九め,選挙権の行使等によって,国民の意思が政治

に反映されるシステムを生徒にしっかりと理解させる

ことが大切である。選挙制度,政党,世論,国会,内

閣,裁判所などそれぞれの働きやしくみをばらばらに

指導していては,単なる知識の羅列を教えているにす

ぎない。政治に働きかけることによって,自分達の意

志や願いが実現されるシステムを,相互にしっかりと

関連づけて指導し,生徒に理解させることが,政治へ

の関心を高めることにつながると考える。

以上述べてきた前提には,「人と人とのつながり」

を大切にする学習があるということは先に述べたとお

りである。

②人権および選挙権の意義と参政権による国民と政

治とのつながりをどのようにして捉えさせるか

①人権および選挙権の歩みについての学習

歴史的分野においては,人権の発展と関連づけなが

ら,選挙権獲得と拡大の歩みを指導計画にきちんと位

置付け,民衆の願いを実現するために是非とも必要で

あったことや,民衆の運動として展開し獲得してき九

ことを,歴史的分野の「市民革命」「産業革命」「自由

民権運動と第1回総選挙」「社会問題の起こり」「大正

デモクラシー」「戦後改革」の各時間において,系統

的に指導していっ九。その際,生徒が自分なりに追究
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できるよう,歴史に生きた人々の暮らしを浮彫りにし,

人々の願いに共感できるような教材構成に配慮した。

なお,各時間の学習内容とおもな学習活動について

は,権利や選挙権の視点に絞って抽出したものを,表

1 にまとめた。

②国民の願いを実現する権利としての選挙権の意

義を感じさせる学習

単元「人間の尊重と日本国憲法」の実践

基本的人権が尊重される前提には,国民主権の原則

がある。つまり,主権が国民にあり,政治が選挙によ

る国民の代表者によって,国民の福祉のために行われ

ることが前提となっている。また,基本的人権は,社

会の変化に伴って国民の願いも変化したり多様化し,

人権の内容や解釈も変化していく。一方,様々な要因

によって人権が侵害される場合もあり,憲法で述べて

いるように,人権が守られていくためには,「国民の

不断の努力」が必要である。

これらのことを生徒が実感として認識する九めには,

憲法の条文を 1つ1つ解説するような学習ではなく ,

次のような学習が基盤として必要であろう。

公民的分野の学習において,まず,具体的な事例に

基づいて,生徒が自分との関わりを感じながら追究で

きる学習問題を設定することが大切である。その上で,

基本的人権の学習においては,国民の政治に対する働

きかけによって人権が保障されていった具体的事例を

扱い,憲法に保障された基本的人権について,条文だ

けでなくその概念をきちんと理解させたい。さらに,

人権は私達自身でその内実を創り上げていくことが大

切であることを学ばせ九い 0

また,人権の発展の歴史を扱い,歴史学習で学んだ

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

ことを生かしながら,社会の変化とともに,人権も発

展してきた歩みをとらえさせたい。

国民主権と平和主義の原則については,憲法の基本

原則をしっかりと確かめつつ,これらの原則が揺らい

でいる現実と対比させながら,自分の問題として考え

させ九い。

これらの学習が,この後の単元と関連して,権利と

しての選挙権の意義を感じ取る基盤となる。つまり,

社会が法治主義に基づいて人々の人権を守っており,

その法を制定する立法権が国会にあり,条例の制定が

地方議会で行われることから,国民の人権を守り,願

いを実現する権利としての選挙権の意義を見出すこと

につながると考えられる。

なお,具体的に扱っ九事例と学習内容は,表2のと

おりである。

③政治参加に対する義務としての選挙権の意義を

感じさせる学習

単元「国民の政治への参加」の実践

国民による政治参加は,おもに選挙権,請願権,世

論,政党活動などがある。これらは,国会や内閣に国

民の意思を反映させる働きとして,相互に深く関連し

ている。特に,選挙権の行使と世論については,与野

党の決定と各政党への支持表明,ま九内閣総理大臣の

選出を間接的に決めるなど重要な役割を担っている。

これら政治への働きかけの相互関連や意義をとらえ

させるためには,日本の政治が実際にどのように動い

てきたかを,国民やマスコミによる政治への働きかけ

と関連させながら,追究していく学習が大切である。

そこで,次のような6時間の単元学習を実施した。

なお,第 1・ 3 ・ 6時は,平成8年度の教育実習生

大正期の動きゃ民本主義の考えを調べ,デモ
クラシーを実現する方法を考える。

市民革 命
(フランス革命)

フー

産業革命と社会の変化
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民主化の視点から行われた改革について調べ,
戦前との違いを比較しまとめる。

議会政治の始まり

表1

社会問題のおこり

歴史的分野における人権と選挙権の学習内容

フランスの身分制社会

人権宣言~自由と平等の権利

大正デモクラシー②

学習内容

資本家と労働者

社会問題の発生と労働運動

戦後改革

第1回総選挙のようす
初期議会の動き

農村の変化と工女の暮らし
労働運動のはじまり

護憲運動と政党政治のはじまり
民本主義と普通選挙制

王や貴族の暮らしと庶民の暮らしを対比し,庶
民の願いを権利の視点から考える

政治,経済,社会の民主化
日本国憲法の制定と婦人参政権

お

農村から都市に移住した一家のくらしの変化
から,労働者の願いを話し合う。

もな学習活動

選挙や議会のようすを調べ,民権派の人々や
議員の願いについて考える。

野麦峠を越えた工女の暮らしを調べ,労働者
の願いについて話し合う。



自由の権利

人間らしく生きる権利

ーマ

人権を守る九めの権利

表2 単元「人間の尊重と日本国憲法」の学習計画

人権思想の発達と新しい人権

長

今日の社会生活と人権

身体の自由
経済の自由

岡

基本的人権と公共の福祉

素

労働基本権生存権
教育を受ける権利

習内容

巳

国民主権

精神の自由

請求権
参政権

平和主義

産業革命市民革命
憲法の制定と人権の尊重

と教材開発を行ったときの題材をさらにアレソジした

ものである。

第1時「私達の生活と法~法は何のためにある?」

取り扱う事例は,かつて新聞でも話題になった「悪

魔ちゃん命名事件」である。この事件は,生れ九子ど

もに,両親が「悪魔」と命名し,市役所がこれを一旦

受理したが,その後市長の判断で,「子どもの成長に

悪影響を及ぼす」という理由で,戸籍から削除,両親

に対して再度名前の届け出をするように指導し九のに

対し,両親が「命名権は親にある」として裁判に訴え

た事件である。学習では,双方の主張を比べた上で,

生徒にどちらの主張に納得がいくかを考えさせ,裁判

ではどちらが勝つか予想させた。大半の生徒は,人権

を学んできたことから子どもの人権を考える市長側に

立ち,市長の勝利を予想するが,名前をつける権利は

親にあると考える生徒は,市長のやり方はおかしいと

反論し議論になる。結果は市長に対しては,「戸籍の

削除は認めない」という判断であった。大方の予想に

反してぃることから,生徒の追究が始まるが,この根

拠になっている民法を示し,生徒は,その判断の根拠

が,「一旦受理した名前について,どんな理由があっ

ても,勝手に行政側が変えたり削除できない」ように

民法で泱められていることをつかんだ。一方で,憲法

や民法の他の条項により,両親に対しては,「命名権

の濫用は許されない」と判断している。このことから,

生徒は,政治は法によって行われ,法によって個人の

環境権・知る権利と情報公開
プライバシーの権利

免田さんの暮らしや生涯を調べ,免田さん
が失った自由について話し合う。

お

公共の福祉
国民の責務

も

朝日さんと厚生大臣の主張を比べ,意見を
話し合う。国の対応の変化を調べる。

な学習活動

代表民主制と民主主義
天皇の地位と国事行為

飛騨川バス転落事故裁判について,遺族と
国の立場から討論する。

平和主義と憲法9条
自衛隊とPKO

社会の変化から,各時代ごとに平等に暮ら
す九めに必要な人権について考える。

教育委員会が持つ情報の公開について争わ
れ九裁判の是非について話し合う。

大阪空港騒音問題の裁判について,国と住
民の立場から討論する。

憲法から国民主権と天皇の地位について調
具体的内容についてまとめる。ノ＼,
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平和主義の内容とPK0について調べ,平
和に対する日本の役割を話し合う。

権利も守られていることを理解し九。

最後に,「法は~」という書き出しで始まる文章を,

生徒に書かせ発表しあった。このような学習の流れの

中で,生徒は,法が私達の暮らしを守っており,私達

も法を守ることが大切であることをとらえるど同時に,

法治主義の考え方を理解したようである。

ここでの学習は,生徒が国会を学ぶ際に,「国会が

唯一の立法機関であり,国権の最高機関」であること

をとらえる拠り所となる。そして,その国会の代表者

である国会議員を選出する選挙が,私達の暮らしを決

める重要な意味をもっていることを実感することにつ

ながってくる。

第2時「国民主権と選挙~国民の意思を反映させる選

挙とは?」

選挙の3原則(普通,平等,秘密)と日本の選挙制

度を扱う時間である。ここで大切なことは,難解な選

挙制度のしくみを学びその名前を覚えることよりも,

国民の意思をより反映させるためには,どのような選

挙の原則やしくみが必要であるかを,生徒自身が学び

取ることである。

そのため,選挙の3原則では,身近な生徒会選挙を

とりあげ,3原則を逆にして,女性の生徒会委員だけ

に選挙権を与える,スポーツテストの結果により級別

に一人に与える投票数を変える,記名投票にするとい

う選挙が実施された場合,どんな問題点が生じるかを

話し合い,生徒の意見を生徒会に反映させるためには,

学テ



現在のような選挙の3原則が大切であることを理解さ

せ九。その上で,世界や日本では,このような原則を

勝ち取り選挙権を拡大するための努力がなされたこと

を,歴史学習を振り返りながら思い出させた。なお,

欧州では,過去,学歴で一人のもつ投票数が違ってぃ

たことにも触れた。

次に,島根県を1区としていた過去の衆議院選挙と

最近の小選挙区制による結果の違いを示し,どちらが

県民の意志を反映できるかを考えさせた。そのなかで,

死票が少ないが政党が乱立する大選挙区制の特色と,

政権政党がはっきりし政治が安定するが死票が多い小

選挙区制度の特色をとらえさせた。現在では,両方の

選挙区制度の特色を生かすために,小選挙区と大選挙

区制としての比例代表制を組み合わせた選挙制度が,

衆議院選挙でも参議院選挙でも取り入れられてぃるこ

とを理解させた。

第3時「世論と政治~世論は政治を動かすか?」

マスコミの世論形成の働きと政治に対する世論の役

割を扱う時間である。ここでは,行政権に対して,国

民の世論が直接に働きかける力があること,世論形成

はマスコミによって積極的になされることを捉え,健

全なマスコミを育てるには,国民が多角的で公正な判

断力を持つことが大切であることに気づかせることが

ねらいとなる。

そのため,まず,最近話題になったできごと(ここ

では東海村の臨界事故をとりあげた)の新聞記事を用

意し,確かな事実の部分と推測で述べてぃる部分に色

を分けてライソを引かせて話し合い,記事を鵜呑みす

るのではなく,事実と推測を区別して捉えること,マ

スコミも事実を正確に伝えようとして努力してぃるこ

とを理解させた。

その後,事故のようなできごとではなく,社会的に

問題となっていることについては,マスコミは,公正

に伝えるべきか,マスコミの意見を述べるべきかを問

うたところ,大半の生徒は公正さを大切に考えていた。

そこで,本庄工区干拓問題についての社説の抜粋を4

社比較し,違いを話し合ったところ,賛成に近い社,

条件により判断する社,自然環境を大切にしている社,

明らかに反対の社とそれぞれに立場の違いを主張して

いることを確かめた。その上で,干拓推進派の集会が

開かれ九同じ日の記事を,賛成に近い社と反対の社の

2社を比較し,その大きさが約10倍も違うことを確認

した。生徒は大変驚いていたが,マスコミは積極的に

国民に働きかけ世論をつくりあげようとしており,国

民もマスコミの立場や考えをしっかりと理解した上で,

自分なりに多角的に判断する必要があることに気づい

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

たようである。

次に,マスコミが行う世論調査の代表どして,内閣

支持率の変化のグラフを利用して考えさせた。中曽根

竹下・村山・橋本の各総理大臣ごとに,在職期間中

の支持率と不支持率の変化を折れ線グラフにして示し,

気づい九点を発表させた。生徒は,内閣スタート時点

は支持率が高いが,辞める時には支持率は低くなって

いることに気づき,教師は,支持されない内閣総理大

臣のもとでは,政党も選挙に勝てないことを補足し,

世論が政治を動かす力を持っていることを理解させた。

第4時「政党と選挙の問題点」

ここでは,国民の意思を政治に反映させるために政

党活動が必要なこと,政党には,与党と野党の役割が

あること, 1つの政党で政権が担当できない場合は,

複数の政党で連立内閣をつくることを理解させること

がねらいである。日本の場合,自民党による単独政権

が30年以上続き,その中で何度か汚職事件がおき,金

権による選挙が行われてきた事実から,ついに,19船

年に自民党以外の政党による連立政権が誕生する一方,

政治不信,政党離れが進行し,投票率も低下してぃる

問題について,生徒に考えさせたい。

そこで,はじめに,「政党はどうして必要か?」を

課題に,議員が個人で活動するよりも政党で活動した

方が良い点を発表させた。次に,議会では与党,野党

があることを模式図で確かめ九上,日本の国会では,

与党はどんな政党が担ってきたかを,19郭年の鳩山首

相から小渕首相までの一覧の資料として提示し気づい

たことを話し合った。生徒は,自民党が長期間にわ九

つて政権を担ってき九こと,近年は,複数の政党が与

党となっていることや与党になる政党が入れ替わって

いること,首相の在任期間が比較的短かくなってぃる

ことなどを指摘し九。次いで,自民党の長期政権が続

く中で,汚職事件が多発したこと,投票率が低下して

いることを,政治事件年表と投票率の推移グラフで確

かめ,関係を話し合った。そして,「投票率が低下す

るとどんな点が問題か?」を課題に,自分の考えを書

かせ話し合った。

生徒は,次のような意見や感想を出していた。

.せっかく昔の人達が努力して選挙権をつかみと

つてきたのに,その努力が無駄になって,昔の制

限選挙と同じになり,逆戻りしてしまう。

.国民全体の意見としての選挙ではなく,少数の

人の意見で政治が進められてしまう。投票率が低

いど国民の一部の代表で国を動かしていることに

なるので,国民主権も揺らいでくる。
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.国民主権が揺らいでくると,将来民主政治が危

なくなるかもしれない。

.一部の人の代表によって法がつくられるからー

部の人に有利な法律ができてしまう。

.投票率が下がる=選挙に立候補し九人の意見に

関心がない。ということになるので,私達の社会

が向上しない,よりよい社会に発展しなくなる。

生徒は,これまで学習してきたことを使いながら,

投票率の低下による問題を,多角的にイメージをふく

らませて考えていた。

最後に,投票率UPの方法を自分なりに提言するよ

う,各国の例を参考に示し,課題を提示して授業を終

え九。

第5時「私達の暮らしと地方自治」

地方自治のしくみと地方分権などの課題を扱う時間

であるが,詳細は省略する。

第6時「住民がつくる地方自治~住民の権利」

地方自治を担う住民の権利を扱う時間である。 、- k-

では,直接請求権の内容などを羅列的に学ぶだけでは,

地方自治の意義や地域の政治や社会へ参加する意欲を

育てることはできない。

そこで,中海・宍道湖淡水化問題の際に,草の根的

に反対運動を起こし,ついに国と県知事に淡水化延期

を決断させる運動の中核になった人達の活動を題材に

取り上げた。一人は,家がしじみ漁などで暮らしてお

られ,議員活動を続けておられ九F氏。もう一人は,

環境関係の仕事で公務員に在職しておられ,「宍道湖

物語」の著者であるK氏である。2人へのイソタビュー

を行い教材化した。

学習では,まず,淡水化事業の流れを年表で確認し,

長年の歳月をかけた国の一大事業であることを確かめ

た。次いで, F氏が,しじみ漁の手伝いをしながら宍

道湖の水質が年々悪化していることを肌で感じてい九

こと, K氏は淡水化すると水は汚れると考えるに至り,

同じ考えをもつF氏など少数の人達と知り合っ九こと,

その人達の子どものころは,宍道湖で泳くことができ

たことなどを資料で紹介した。そして, rF氏はどん

な気持ちでしじみ漁を続けてい九だろうか」を生徒に

話し合わせ九。

次いで,淡水化事業には巨額の費用が投じられ,漁

業保障も済んでおり,淡水化は動かせない政治上の決

定となってい九ことや,京都大学の南教授の理論では,

淡水化しても水は汚れないと農林水産省が判断を下し

ていたことを資料で紹介した。

こうした中で, F氏やK氏は,霞ケ浦が淡水化され

長 岡 素 巳

ることで水質が悪化し,しじみも取れなくなっ九事実

を知り,どうしたらよいか悩むことになる。そこで,

生徒に,「政治上動かせない淡水化事業に対して,反

対運動を起こすべきかどうか」について,話し合わせ

ナこ。

起こすべきという生徒は次のような考えを発表した。

宍道湖の自然は一度失われると二度と戻らない。

やってみなくてはわからない。

ねはわ強く続けることが大切である。

地域の人に知らせる必要がある。

ま九,起こしても仕方ないという生徒は次のような

考えを発表した。

大学教授の理論で判断しているのだから,農林水

産省も動かないと思、う。

これまで,使っ九費用が無駄になる。

反対運動を起こしても,住民に伝わるかどうか疑

問。

次に,年表で反対運動が盛り上がり,漁業補償の返

還が行われ,ついに10年後に淡水化は延期(事実上の

中止)されたことを確認し,「どうしてF氏やK氏な

ど少数の青年達が淡水化を中止でき九だろうか」を課

題にして,イソタビューの後半部分を資料で調べさせ

た。次は,その資料である。

-12-

◎F氏の話

農林省は,きれいになると言ってい九ものです

から,それに対する反論作業が数年間費やされま

し九。その農林省の意見が,「南理論」というも

ので,この理論が間違っていることを証明するた

めの作業をずっとやりました。実に10年かかりま

しナこ。

難しい話でしたから,なるべくそれを分かりや

すく住民の人に知ってもらう九めに,勉強会や講

演会を開いたり,いろんな講師さんを呼んできま

した。それから機関誌を作るという活動もしまし

た。

◎K氏

とにかく,まとめて分かりやすいパソフレット,

を作りたいと思っていました。言うのは簡単です

が,ものすごく大変な時間がかかるんですよ。こ

れが完成し,私たちの活動に賛同する人の数も増

え,署名をそえて知事に請願したり,宍道湖を守

る条例制定の直接請求を13万人の署名とともに県

議会に提出しました。

一番大変だったのは,仕事が終わってからや士

曜・日曜と毎日がそのようなことをやっていまし



九ので,「いつまでこれが続くんだろうな」と力

「やめ九いな」という思いはいつもありました

この資料から,生徒に,「淡水化を中止させたポイ

ントは何だろうか?」について話し合い,次のような

世論形成と請願や直接請求権などの政治への働きかけ

の構造を明らかにした。

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

政治(淡水化事業)

・"願

10年間直接請求

ー,イ・ニ
住民の共感匪亟到

に気づきました。公民の授業は楽しいです

これに対して, NHKの世論調査のグラフから,現

在課題になっている本庄工区干拓問題について,住民

の大半がこの問題の内容を知らない状況を確かめた。

最後に,住民による地域づくりをすすめるために大切

なことや,地方自治体や住民ができることについて,

自分なりの考えやアイディアをまとめてくるよう課題

にした。

Bグループ

延期

.今こうやって,幸せに暮らしているのも,昔の

人達の努力があったからだなあと思っています。

歴史をしてから公民の授業をやりはじめ九からか

もしれないけれど,昔のままだったら,差別が九

くさんあったし,自由なんてわずかだし,上に立

つている人のいいなりという面もあった。それを

考えると,昔の人の努力をむだにしてはいけない

(3)学習後の感想にみる生徒の認識の視点と生徒の変

容についての考察

この「人間の尊重と日本国憲法」「国民の政治への

参加」の2つの単元を終えて,生徒に感想を書かせ九

が,視点を整理すると次の4つのグループにまとめる

ことができる。なお,アンダーラインを引いた部分は,

生徒の感想や意見の根拠となっている視点を明らかに

するために引いたものである。

Aグループ

と思う。

.昔は,男子だけだったり,納税額の制限があっ

たりで,投票したくてもできなかったのに,今は,

20歳以上だった九ら,誰でもできます。投票率の

低下が問題になっているけれど,参政権というの

は,昔の人が勝ち取っ九本当に重要なものだから,

それを放棄するなんて,とんでもないことだと思

いました。

・1・ 2年生の時に,歴史を勉強したけど,昔の

日本の政治は,独裁的な感じがあったりして,農

民の反抗もありました。こんな風に歴史を勉強し

て,同じ過ちをもう二度と繰り返さないように,

・公民の中でも社会科全体の中でも,この憲法に

ついての学習が一番関心が持てます。けっこう身

近なものなので,理解しやすくて,授業でたくさ

んやったいろいろな裁判について,勝訴したのは

どっちかを考えるのがとっても楽しく思いました。

憲法ってもっととっつきにくいものだと思ってぃ

たけれど意外とおもしろかったです。

・憲法や政治はか九いイメージしかなく,今まで

は,まったく興味がありませんでし九。でも,授

業で学習してからは,内容なども理解できるよう

になり,実は私達の生活に深く関わってぃたこと

今の憲法などいろいろな規則が成り立ってぃるん

だとあらためて実感しました。今でもいろいろな

ところで問題が残っているようですが,こうやっ

て私達も歴史や地理や人権のことや憲法のことな

どの公民を勉強して,子孫がよりょい生活ができ

るように,理にかなった法律を残してぃけたらな

と思います。

Cグループ

・今まで,世の中にどんな人権があるのか知らな

かったけど,公民を勉強してわかってきた。自分

が当たり前だと思っていたことも,「権利」とし

て存在しているし,やっぱり,憲法や法律,規則

などは守らないといけないと思った。学校の「校

則」も何のためにいろいろ禁止しているのか,な

んとなくわかってきた。もし,みんな好き勝手に

やったらまとまりがなくなるので,だからこそ規

則を作らなきゃいけないんだとわかってきました。

・憲法や法律などは,私達を縛るものではなく,

守るためのものだとわかり,興味もわいてきまし

え二。

.「国民主権」を学習して,「私達ってこんなに
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尊重されていたのか!」と,とてもびっくりしま

した。私は,偉い人というと,天皇とか内閣総理

大臣とか思っていましたが,1番偉いのは国民全

体だと知っ九時は,とてもうれしく思いました。

日本は,いろんな法で成り立っているけれど,そ

のおかげで,私達は平和で住み良い国で暮らして

いるんだなと思うと,憲法をつくるために苦労し

たすべての先人さん九ちへ感謝したいと思いまし

ナこ。

長

Dグループ

岡

.国民が政治に参加できるのは,投票ぐらいしか

ないと思っていたけれど,世論やマスコミも政治

素

参加のーつということがわかった。それに,やろ

巳

うと思えぱいくらでも政治に参加できるというこ

す。なぜなら,みんながあまりに選挙に行ってい

ないことにビックリしました。参議院の選挙は,

2人に 1人は行っていないからです。このままだ

ともわかった。勉強してきて,政治に興味が持て

九ので,20歳になったらちゃんと選挙の投票に行

こうと思、う 0

.国民の政治参加は,絶対大人になったらし九い

と思う。なぜなら,自分の意見が反映されている

つたら,独裁政治にだってなりかねません。なぜ,

みんなはもっと危機感を覚えないのでしょうか?

「本当に誰が政治家になっても政治は変わらない

と思うとけっこううれしいような気がするからで

ものなのかなあ?」ということを考える勉強でし

す。

.僕たちが生きていくとき,いろいろな「権利」

と「義務」があると思った。国民には,政治に参

加する「権矛明があるけれど,僕はこれは,政治

た。僕は,選挙の投票は,20歳になったら行くぞ!

生徒が,どんな視点から感想を述べているかを明確

にする九めに,代表的なものをピックァップしたが,

ほとんどの生徒が,これらの視点をいくつか組み合わ

せた感想を述べてい九。各グループの感想に見られる

認識の視点や認、識の変化について考察してみると,次

のような学習との関連が考えられる。

Aグループ~具体的な事例による認識の変化

憲法の条項や政治的な学習内容に対して,多くの生

徒の認識が,「とっつきにくい」「かたいイメージ」と

いったものから,「わかりやすい」「理解しやすい」「お

もしろい」「実は生活と深く関わっている」という認

識に変化している。この原因として,具体的な事例を

教材化することで,生徒の中で追究せざるを得ない学

習問題が生まれ,その問題を追究することで,自分な

りに政治的な概念をつかむことができたと考えられる。

Bグループ~歴史学習で学んだことの活用

大部分の生徒が,差別や人権,憲法や法,選挙権に

つぃて,歴史学習で学んだことを根拠にして,情感の

こもった意味づけをしている。これは,人間が未知な

事柄や価値あることど出会った時に,自然とこれまで

経験したことや学習し九ことから意味づけしようとす

る心理が働いていると考えられる。生徒は,「昔の人

の努力をむだにしてはいけない」「昔の人が勝ち取っ

た本当に重要なもの」「過去の過ちをもう二度と繰り

返さない」と述べている。このことから,まず,生徒

は,政治単元の学習内容に対して,「価値ある大切な

もの」という実感を抱くことができたと考えられる。

それと同時に,歴史学習で学んだことが,自分なりに

生きて働く知識として認識していたからだと考えられ

る。このような実感や認識を抱かせる九めには,歴史

学習において,人々の暮らしや願いに共感し,人権を

求め勝ち取っていく過程を,生徒なりに追究できる学

習が大切ではないかと思う。近現代の歴史学習では,

できるだけ,具体的な人々の暮らしや願いを浮彫りに

し,一方で,国際社会の中での日本の歩みとの狭間の

中で,人々の願いをどのように実現すればよいかを考

えさせるように配慮し九。このことが,歴史学習と政

に参加する「義務」だと思う。この国に住んでい

るから,この国のことを考えていかなけれぱなら

ないと思う。僕が大人になったら,自分の「権利」

と「義務」をきちんとしていきたいと思った。

・今まで学習し九中で,一番考えてしまったこと

は,投票率の低下と投票率のUPのことです。特

に投票率のUPについては,今すぐ始められそう

なことで,無理しないでできることを視点として

考えました。よく,(選挙の投票は)親もめんど

くさいと言っていますが,それなら後で国会につ

いて文句を言うなよと言い九くなります。いつも

ニュースを見ては,僕に国会のことでグチをこぼ

しますが,じゃあ選挙にまじめに行ってよと言い

九いです。

・選挙することの大切さもわかった。自分の国の

ことだから,自分で考えたり,意見を言っ九りす

るのは当たり前だと思う。その九めの国民主権で

あり,福利を享受するからには,ちゃんと政治に

参加しようと思います。

.僕が一番感じ九ことは,国民の政治への参加で
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治単元について,生徒の意識の中で自然と関連づけが

生じた原因ではないかと考える。

Cグループ~人権や法によって守られている自分の

再発見

この視点からの感想も多かった。生徒は,「自分が

当たり前だと思っていたことも,『権利』として存在

している」「憲法や法律などは,私達を縛るものでは

なく,守るためのものだとわかり」「私達ってこんな

に尊重されていたのか!」「いろんな法で成り立って

いるけれど,そのおかげで,私達は平和で住み良い国

で暮らしているんだな」等,自分や人間を守る存在と

して,人権や法のみならず学校の校則までもとらえ始

めている。

この原因として,日常生活や社会生活において,何

気なく当たり前と思っていた法や,遠い存在と感じて

いた憲法が,実は日常生活や社会生活と深く関係して

ことに気づいたことがあげられる。アで述べたが,「実

は生活と深く関わっている」という生徒の感想は,そ

のことを端的に表現している。生徒にとって当たり前

と感じている自由や権利・国民主権・法は,社会の現

実や変化と直面したときに,その内実が問われてき九。

その事例を生徒とともに追究することで,初めてそれ

ぞれの意義を実感することになると考える。

例えば,大阪空港騒音問題では,「自分が裁判官に

なって判決をやりなおしたい」と述べる生徒もいた。

また,何人かの生徒が,悪魔ちゃん事件について,「個

人的感情で行動するのは市長の例でわかっ九ように,

あまりよくない」「市長も親ももっとよく考えて行動

しなければ」と述べているが,法の役割を生活や人権

と関連させながら,具体的な事実の中で認識している。

こうした生徒の認識が,社会生活と自分との関わり

を見出し,次の参政権の意味を自分なりに感じ取る大

切な前提になると考えられる。

Dグループ~政治参加への意欲の高まり

この感想が最も多く見られた視点である。「僕は,

選挙の投票は,20歳になったら行くぞ!」という内容

の意志を表明している生徒が多かった。まブに,「投票

率が年々減っていることがすごく気になりまし九」と

述べたり,投票しない大人に対して憤慨している生徒

も何人かい九。中には,「新聞やTVのニュースを少

しずつ見るようになりました」「イソターネットでメー

ルのやりとりをしている友達とも,ちょくちょく政治

のことについて話をしています。」など,生活上の変

化が見られる生徒もいた。

このような変容が見られた原因については,歴史学

習や人権についての学習が基盤となっていると考えら

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

れるが,それ以外に,次のような理由が考えられる。

「世論やマスコミも政治参加のーつということがわ

かっ九。それに,やろうと思えばいくらでも政治に参

加できるということもわかった」「自分の意見が反映

されていると思うとけっこううれしいような気がする

からです」との感想にもあるように,生徒は,政治に

参加し,国民の意志を反映させるシステムを,選挙,

世論などとの関係の中でつかみとっている。さらに言

えば,国民と政治を結びつけるしくみを自分のものと

してとらえていることがわかる。しぱしぱ,「たった

の1票で政治は動かない」とか「誰が当選しても政治

は変わらない」「誰に投票していいかわからない」と

いう意見を聞くが,そのような意識を生み出している

原因は,政治と自分とのつながりがよく理解できてぃ

ないことが一因としてあげられるだろう。まず,政治

を動かしているのは国民であるという自覚を持ち,政

治を動かすシステムを理解することが,政治参加への

関心を高めると考えられる。そして,政治に対する関

心の高い国民が投票率100%に近い投票を行えぱ,政

治は向上し動かないはずはないと考えられる。「『本当

に誰が政治家になっても政治は変わらないものなのか

なあ?』ということを考える勉強でした。」という感

想や,先に掲載しなかったが「自分の投票1つで日本

が変わるかもしれないというのに・・。すごく大切

なことだと思いました」という生徒の感想に,参政権

の意義を感じ取った生徒の確かな考えが,端的に表現

されている。

a 国民の意思が反映されるシステムの理解

b

生徒の政治的な関心が高まったもうーつの理由は,

国民主権を柱とする民主政治への理解が深まったこと

があげられる。生徒は,「自分の国のことだから,自

分で考えたり,意見を言ったりするのは当たり前だと

思、う。そのための国民主権であり,福利を享受するか

民主政治に対する理解の深まり

らには,ちゃんと政治に参加しようと思います。」「(選

挙権は)政治に参加する『義務』だと思う。この国に

住んでいるから,この国のことを考えていかなければ

ならないと思、う。」と述べている。また,「(選挙の投

票は)親もめんどくさいと言っていますが,それなら

後で国会について文句を言うなよと言いたくなりま

す。」と,選挙権を行使しない大人への批判を述べて

いる。これらの感想には,国の政治と国民との関係が,

一方通行の関係としてしてではなく,民主政治の基本

である双方向の関係として捉えられていることが読み

とれる。つまり,「For」だけでなく,「By」の関係をと

らえている。「権利」としての選挙権というより「義
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務」としての選挙権を感じ取った生徒をはじめ,多く

の生徒は,民主政治の理念を確かな自分の考えとして

獲得したと考えられる。

この確かな理念の獲得が,「このままだっ九ら,独

裁政治にだってなりかねません。なぜ,みんなはもっ

と危機感を覚えないでしょうか?」という,民主政治

に対する危機意識を生み出す源になっていると考えら

れる。

国民主権を扱ったの授業のとき,「国民主権を発揮

できるときはどんなとき?」と発問せず,「国民主権

を放棄するときはどんなとき?」と発問し,具体的な

参政権について調べさせ九。国民主権を絵に描いた餅

で終わらせず,政治を遠い存在と感じさせないために

は,民主主義の理念を,国民主権や政治が揺らいでい

る現状と対比させ,民主主義の理念を生徒にぐっと引

き寄せる学習が大切であると考え九からである。今は,

そんな時代なのではないかと思う。

長 岡 素 巳

地域の人々と生徒が関わることによって,人と

してのつながりゃ社会とのつながりが実感でき,

共に生きるために自分がどのように生きていけぱ

よいかを考えることができる学習。

以上,生徒の感想から,生徒の認識の視点や生徒の

変容について考察してきた。この結果,ある程度,生

徒は,自分と社会をつなぐ糸口を,「政治参加」とい

う概念を核にして捉えたのではないかと考えている。

つまり,めざす生徒像である「社会の諸問題に関心を

もち,よりよい社会をめざし,自分なりの社会参加の

あり方を考えることができる」という点について,自

分なりの社会認識を獲得でき九のではないかと考えて

いる。車の両輪でたとえれぱ,片方の輪の部分である。

なお,地方自治については,総合的な学習の時間が

すべて終了した後,「地域づくり」という視点で意見

を書かせ九ので,総合的な学習の実践について述べた

後,最後に考察を試みたい。

9.社会参加をめざす総合的な学習の
実践例

次に,もうーつの車の輪である,総合的な学習にお

ける「生き方」を育む学習の実践について述べ九いと

思う。この「生き方」については,先に述べたとおり,

人と人とのつながりから社会とのつながりを見出し,

共に生きるための「生き方」を生徒なりに見出すこと

がねらいとなる。この「生き方」と必修教科「社会」

で獲得した社会参加に関わる社会認識が,相互に補完

され結びついて,はじめて真の「社会と関わる力」が

育つのではないかと考えている。

そこで,これから求められる総合的な学習は,先に

述べたとおり,次のような学習であると考えた。

ここでは,本校が昨年度(平成Ⅱ年度)から実践を

始め九「社会参加学習」の実践について,その簡単な

概要と必修教科「社会」との関わりについて述べたい。

詳細は,本校の平成12年度公開研究会の紀要④に掲載

してあるので,そちらを参照していただき九い。

①共に生きる生き方とは

本校の前庭には,保護者からいただいたプランター

の花がたくさん飾ってある。この花に,毎日のように

水をかけている2人の女子生徒がいる。あまりに小さ

なじょうろだっ九ので,この生徒に,学校でじょうろ

を買ってあげるからと声をかけたところ,「私達は,

花に水をかけるのが楽しくてやっています。学校で何

かしてもらうというのは,学校の仕事になってしまう

ので,必要ありません。」と,きっぱり答えた。そこ

で,「なるほどね。あなたたちの言うとおりだね。お

せっかいを言ってごめん。でも,毎日,ありがとう。

花が咲き続けていて,とても気持ちの良い朝をいつも

迎えられます。」と言うと,とてもうれしそうな顔を

してい丈二。

共に生きるというのは,自分を犠牲にして誰かのた

めに尽くすとか,自分は楽しくないけど,相手が求め

てぃるからその人の九めに行うというような生き方で

はないと考える。それは,人との一方通行的な関わり

やっながりである。そうではなく,自分の良さを発揮

したり,自分の喜びを求めて行うことが,他の願いや

ニーズに応え,相手の二ーズに応えることで,相手か

ら生きる喜びを与えられ,相手も心を開いて,本当に

大切にしている生き方を分けてくれる双方向の生き方

であると考える。

生き方について,さまざまな文献をあたってみたが,

どの文献にも共通して書かれている2つの生き方があ

ることがわかった。その生き方とは次のような生き方

である。

①自分らしく生きる生き方

自分の実感・納得を大切にしていくなかで,生

きてぃく上で大切にし九い自分なりの価値や価値

観を見っけ,自分の個性を発揮して生きる充実感

を味わおうとする生き方。(自分を理解し,自分

がし九いこどを見つけ実行していく生き方)
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②他と共に生きる生き方

自分の実感・納得を大切にしながらも,他から

生かされている自分を見出し,他の実感・納得に

共感しながら,他の立場や視点に立って考えよう

とする生き方。その上で,自分の個性を発揮する

ことによって,他の願いや二ーズに応えようとす

る生き方。(相手を理解し,自分にできることを

見つけ実行していく生き方)

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

この2つの生き方が交わるところに,人としてのつ

ながりがあり,共に生きる本当の生き方があると考え

た。このような生き方を育むために,3年生では,地

域をフィールドとして,「社会参加学習」を実践した。

②「社会参加学習」の実践例

最初のガイダンスでは,生徒に次の図3のような学

習のイメージを説明し,自分で学習を企画し実施する

よう話し九。

生徒も教師も初めての学習であり,試行錯誤の連続

であったが,地域の講師によるボランティアにつぃて

の講演や,地域でボランティア活動をされている方々

を招いて,生徒の計画についてコーディネートをして

いただき,最終的に36の活動グループが誕生し活動に

入った。次は,その活動内容の一部である。

①社会に生きる人々と関わる技能やマナーを学

ぶ。

②生徒が自ら体験を創り出し,その体験から学

ぶ。

③社会に生きる人々の願いや考えを理解し,自

分の考えを再構成する。

④社会に生きる人々の願いに気づき,共に生き

ていく生き方を学ぶ。

おもちゃの病院

幼児と交流

ルーマニアエイズ援助

国際協力のための募金

公民館での活動

日本舞踊,詩吟

ゴミ拾い(朝酌川,

自衛隊訪問

学習を終えて,活動全体については次のような成果

が得られた。

①生徒がとても活動を楽しみにしていた。

例えば,ゲートポールの交流をしていた生徒達は,

猛吹雪のなかでも,出かけたいと言っていた。それ

は,ゲートボールそのものよりも,お年寄りとの心

の交流を求めていたことが,生徒との会話や感想か

らよくわかっ九。

また,ある生徒は,日記に次のように書いている。

・託児ボランティア

留学生と交流

・スポーツ交流

高齢者施設での活動

・ゲートボール交流

フリーマーケット

松江城山公園)

国境なき医師団

活動の詳細は,公開研究会の紀要を参照してぃただ

くことにしたいが,学習の支援として考えたことは,

最初に述べた総合的な学習の5つの視点の内,時間数

の関係で,次の4つの視点とし九。

今日は総合がありました。総合がおわっちゃう

のイヤだなー。やりたいことまだまだあるし,調

べたいこといっぱいある。自分がやっていること

や調べたこと,世界の人に知って欲しいと思いま

した。私がやってるの,ユニセフの紛争下の子ど

ものことなんだけど。とにかく,みんなに知って

ほしい。絶対,インターネットでホームページ作

れるようになったらやってやるー。やっぱ,1人

でもこの学習して良かった。大変だったけど。

②相手の方に役に立ち,喜んでもらえた。

やってみた

いこと

体験先に「活動は,お役に立てるものでしたか?」

というアンケートをしたところ,「とても役に立っ

た」と答えていただい九ものが約60%,「少し役に

立った」をあわせるど100%すべての団体から役に

立ったという回答が得られている。その理由として,

「こちらの二ーズにあっていた」「施設の入所者や

自分のよさを

生かせること

総合的

な1学習

図3 社会参加学習のイメージ

他に役立つこと
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関係者に喜ばれたり役立った」「中学生の考え方や

指導の仕方,中学生に対する伝え方がわかった」「中

学生の発想の新鮮さに驚かされた」などである。ゲー

トポールで交流したある公民館区内の高齢者の方か

らは,「素直で明るく私達の心を温かいものにして

くれ,ホッとする一時をすごさせてもらった。私達

の方からお礼を言い九い」と感謝の言葉をいただい

た。

このように,地域の方に喜んでい九だけたことで,

すべての団体・施設の方から,来年度以降も継続し

て活動に協力してい九だける回答を得た。これは,

中学生の社会参加学習が,地域に受け入れられたこ

とを示している。いくつかの団体・施設から,「今

後とも継続されることを願っています」「素晴らし

い企画で,私達も大いに賛同。中学生の希望に応じ

て可能な限り受け入れます。」「今後も良い機会があ

れば,ぜひ来てください。」と,歓迎の言葉をいた

だいたところもあっ九。

③他と共に生きる生き方を学び,地域の人とのつ

長 岡 素 巳

胸が熱くなるのを覚え,多世代間の素晴らしい交流

であると感じた。後で,代表の方が,驚きの声とと

もに,中学生の頑張りに感動と感謝の言葉を私に述

べてくださった。中学生による完治率は約87%であ

つたそうである。次は,活動し九生徒の感想である。

ながりを感じることができた。

地域の方々に喜んでいただくためには,教師や大

人が準備し九学習の場で,難しい顔をして取り組む

生徒ではなく,まず,なにより生徒達が生き生きと

活動し取り組むことが一番大切である。そのために

は,生徒が自分の良さを生かす活動に取り組んだり,

自分がチャレソジしたいことに主体的に取り組むこ

とが条件となる。ま九,その活動が,相手の二ーズ

に合っていることがもう1つの大切な条件となる。

おもちゃの病院での活動を考え九生徒は,はじめ,

相手の方から,「最近のおもちゃは電子部品が使っ

てあるので,中学生が修理することは無理ですよ。」

と言われた。そこで,生徒達は,事前に,自分の家

から使わなくなっ九おもちゃを持ち寄り,分解して

構造を調べたりした。当日は,松江市内の公共施設

で,お母さんなどに連れられた子供九ちが,こわれ

九おもちゃを次々にあずけにき九。ポランティアで

集まったのは,高齢者の方から中堅世代の方,工業

高等専門学校の生徒まで多世代であった。その中で,

本校の中学生達が,大人の期待に反して,次々とこ

われたおもちゃを修理していった。私が訪ねたとき

は,生徒が,高齢者の方にいろいろ聞きながら,ボ

タソを押すと動物の鳴き声がするおもちゃを治して

いた。その音が出なくなってい九おもちゃが,修理

中に突然鳴り出したのである。見てい九全員から,

歓声と拍手がわき起こった。多世代の気持ちがーつ

になった瞬間であった。なかなか見られない光景に

、、"

ノー K子・

＼痩、

この講座を選んで,僕はとても良かったと思い

ます。初めに願っていたおもちゃの大切さを学ぶ

ということが実現できたし,おもちゃの病院の人

診

察、、

おもちゃの病院での活動

達とふれあい,いっしょに活動する楽しさという

ことも学ぶことができました。

なこと・好きなことを,自分だけでなく自分以外

の人のために役立てることは素晴らしいことです。

自分以外の人のために役立てた分ほど,自分はと

ゾ

つても素晴らしいものを得られます。

この感想に見られるように,生徒は,自分の良さを

発揮し,しかも楽しみながら地域の方とふれあってい

る。治し九おもちゃを手渡したときの子どもの喜ぶ顔

が,一番うれしかったと感想を書いている生徒もい九。

本当は,さらに,おもちゃの病院でボラソティアを

している人の生き方や,おもちゃの現状,子育ての環

境,子育て支援をされている代表の方の思いや活動な

どについて,生徒達に追究して欲しかったが,時間数

の関係でできなかった。

しかし,まず,このような活動から,人と人とのつ

ながりが生れ,次に社会とのつながりを感じる真の学

習がスタートすると考えている。つまり,触れ合った

人々が,なぜそのような活動をしているのか,どんな

願いを持ちどんな生き方をしておられるのか,どんな

問題を感じておられるのかなどを,本音で語ってくだ

さることによって,生徒の中に真の問題が生れてくる

と考えている。

アンケート結果では,「社会の現実やこれからの社

自分の得意
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会について考えるきっかけになりましたか?」という

問いに対して,90%の生徒がYESと答えている。生

徒は,社会とのつながりの糸口はつかみ始めている。

例えぱ,先に日記を紹介した生徒のように,すでに追

究から発信の段階に入っていた生徒も何人かいた。

おもちゃの病院以外にも,生徒と地域の人達との温

かい交流が,多数報告されている。この点から,「社

会参加学習」は,学習のねらいである「地域の人々と

生徒が関わることによって,人としてのつながりゃ社

会とのつながりが実感でき,共に生きるために自分が

どのように生きていけぱよいかを考えることができる

学習。」という目標に,おおむね迫ることができたの

ではないかと考えている。ただ,社会とのつながりは,

活動内容によって感じた生徒とそうでない生徒に差異

があることは今後の課題である。

10.必修教科と総合的な学習を終えて
~社会認識と生き方は,生徒の中で
どのように関連づけられたか?

必修教科で培った社会認識と総合的な学習で育んだ

生き方は,生徒の中でどのように結びついたのであろ

うか。これを評価する視点は,いくつかあるであろう

が,社会科で地方自治を取り上げることや,総合的な

学習が地域をフィールドとしたことから,政治参加と

社会参加の接点として,「地域づくり」を視点として

評価することがふさわしいと考える。

そこで,総合的な学習の時間も終わり,地方自治の

2時問も終了し九時点で,生徒に,「住み良い地域を

つくっていくための提案」というタイトルで,自分の

意見を書かせた。この意見の内容から考察を試みたい。

次は,視点の異なる生徒の意見をピックァップしたも

のである。まず,政治参加の意見から紹介したい。

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

ンターネットや直接出かけて質問に応じてくれる

ようなシステムです。

.世論調査のグラフから,本庄工区干拓問題の内

容を知っている人は,ほんのー一握りだ。何も知ら

ないと意見も出ない,賛成も反対も言えない。そ

れでは民主主義は成り立たない。自分達の意見は

「世論」になる。この「世論」と議員や計画の責

任者の意見がぶつかりあって審議して,初めて地

域の意見となる。選挙で当選した人達の意見だけ

にまかせない方が,自分の考えも発展すると思う

し,計画を客観的にみることもできるだろう。計

画の内容をきちっと住民に理解してもらって,住

民の意見を聞く。ただし客観的にだ。計画が実行

し九ときのメリットやデメリットをしっかり考え

た上で。これが僕の理想のシステムです。

.住民ができることはいろいろあるが,一番良い

と僕が思うのは,とにかく選挙に行くことを先に

考える方が良いと思う。市町村だけでなく,都道

.やっぱり政治とかは私達にとって遠いしよくわ

からない。本庄工区干拓問題にしても,住民はそ

のことをあまり知らないし,私なんか名前しか知

らなかった。このままだと,知らない間にすごく

周りが変わって,後でみんながいやな気持ちのま

ま終わってしまうんじゃないかと思、う。せっかく

私達には「知る権利」や「直接請求権」があるん

府県知事の選挙にもいくべきです。それから,い

ろんな問題について住民に知らせた上で,レファ

レンダム(住民投票)で住民の意思を伝えるべき

です。実際僕もこんなことを言っているが,我が

家の選挙の投票率は50%しかない。もっと考える

べきだとよくよく言っておきます。

だから,それを積極的に利用したい。

本庄干拓問題を授業の最後に取り上げたことから,

生徒は,地域の政治的な問題に関心を寄せている。ま

た,政治に参加する九めに,まず,地域にどのような

問題があるかについて知ることが何より大切であると

考えていることがわかる。この考えは,中海・宍道湖

淡水化の問題が,住民の草の根運動によって広くPR

されたことと,本庄工区干拓問題について,詳細はほ

とんどの人が知らないという両者の対比から生れた問

題意識である。(H氏とK氏も同じことを述べておら

れた。)そこで,住民の「知る権利」と当時に,行政

の積極的な情報公開のシステムが大切であり,十分な

情報を得た上で,選挙権や直接請求権,住民投票のし

くみが生きてくると考えている。何人かの生徒は,安

易な住民投票はしない方がよいという意見を述べてぃ

た。

また,議員の人に任せず自分で考えるなど,住民自

身が問題や計画に参画していくことが大切であると述

べている。その方が,住民自身の考えがはっきりする

し,より多角的な議論ができると考えている。行政→

住民や行政対住民の関係ではなく,行政と住民が一体

となった地域づくりの提言と言えよう。今,地方自治

.町や地域の問題を住民に知らせるためのものや,

疑問に思っていることに答えてくれるものが身近

なところにあっていいと思う。例えば,「市民相

談センター」をつくって,電話のフリーダイヤル

で,住民の質問に答えてくれるとか, FAXやイ
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に求められている最も大切な考え方ではないかと思う。

いずれの意見も,単に行政に任せるだけではなく,

住民が主体的に地域づくりに参加していくことを前提

に考えている。なお,これらの生徒の関心と態度が,

中学校,高等学校と一層育まれていくような教育シス

テムと,将来,誰でも地域への政治参加ができるよう

なシステムづくりを望みたい。

また,地域づくりについて,これらの生徒の意見に

みられる社会認識が,社会参加の大きな前提になると

考えられる。では,次に,社会参加についての意見を

紹介する。

長 岡

.僕は,「住民が皆あいさつができる町」という

素

のが素晴らしいと思います。毎朝,僕が学校に来

るどきに,信号のところなどで,大人の人がよく

あいさつをしておられます。小学生は「おはよう

ございます」と元気良くあいさつしますが,中学

生の人達はそれを無視しています。僕は,それを

毎日見ていると,何か暗い心になってしまいます。

やはり,朝,「おはようございます」という声が

絶えない町というのが素晴らしいと思います。

.僕は総合的な学習で,留学生の人と交流しまし

た。松江はどうですか?と聞くと,「とてもいい

町です。けれど,これは松江に限ったことではな

いけれど,日本人は外国人をこわいと思っている。

でも,本当は,一人で外国に来ている私達の方が

ずっとこわいんですよ。」と言われました。確か

にそうだなあと思いました。僕も今までは,そう

思っていたからです。だけど,これからは,町で

声をかけられても,親切に明るく接してあげたい

です。このように,住み良い町をつくっていく九

めには,小さな自分ができることからやっていく

巳

をしたんだけど,あんなに自分達の町が汚れてい

るとは思ってもみなかった。朝酌川だけでもすさ

まじいゴミの量だった。だから,自分達が本当に

住みよい町にしたいと思うなら,ボランティアな

どで,町をきれいにするよう心仂ミけるべきだと思

う。総合学習をその一歩としてどんどん社会に生

かしていきたい。

.自分は,総合的な学習の体験をとおして,自分

がまだ知らない未知の世界が,松江の中にはたく

さんあることを知りまし九。だから,住み良い町

をっくってぃくためには何が必要かというと,住

民が積極的に地域の活動と触れ合って,自分の町

のことをより多く知っておくことが大事だと思い

ます。そうすれば,住民一人一人の力で,地域活

動がもっと活発になるのではと思います。

.先日テレビで,「北海道のある町」では,住民

一人一人にできることを聞き,表にして,そので

きることを望んでいる人に町が紹介し,お互いに

助け合おうという住民の活動を知りました。この

システムを松江市でも取り入れたら,人と人との

つながりが増え,市と住民運動が一体となって地

域の活性化ができると思いました。島根県は,高

齢者が多いところなので,お年寄りも住みよい町

にできると思、います。

ことが大切だと思います。

.松江は,いろいろな施設が建てられているが,

外見だけ飾ってもいけない。もっと,ポランティ

アなどを増やして,協力という文字が目立つよう

な町づくりをしていきたい。それには,もっと住

民が政治に参加して,自分達の町をどうしていき

たいか,はっきりさせる必要がある。淡水化問題

でも,少数の人達ががんぱって淡水化されずにす

んだのなら,町中の住民が協力し九ら,どうなる

だろうか。どこの県や市にも負けない町づくりが

できると思う。要は,住民みんなが,団結して自

はじめの2人は,「あいさつのできる町」「小さな自

分ができることから」という提案をしている。 2人と

も,自分の体験に基づいて,人と人との関わりに焦点

を当てて述べている。「あいさつのできる町」につい

て述べた生徒は,総合的な学習において,お年寄りと

の触れ合いを求めて高齢者施設に3人で出かけた生徒

である。人と関わるマナーや偏見を持たないで接する

ことは,地域づくりの最も大切な基盤であり,この総

合的な学習の大きな成果と言える。しかし,社会との

つながりには,今一つ言及されていない。

その後の3人は,「協力・団結」「ポラソティア」「地

域の活動との触れ合い」をキーワードに地域づくりを

考えている。他にも多くの生徒が,この価値観をもと

に意見を述べていた。いくつかの市内のボラソティア

団体が協力して,町をきれいにする活動を行っている

例も紹介している生徒もい九。朝酌川の河原のゴミ拾

いをした生徒は,あまりのゴミの量と種類の多さに驚

いていた。地域の方々に励ましの声をかけられ,ジュー

スの差し入れまでいただきうれしい思いをし九ようで

ある。「地域の活動との触れ合い」について述べた生

徒は,おもちゃの病院で活躍した生徒である。地域で

分達の町をより良くしていく強い意志を持つこと

が大切です。

.僕は,この前あった総合的な学習で,ゴミ拾い
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こんな活動があっ九のかと,再発見の驚きを感じ,住

民の積極的な参加を提案している。これらの生徒に代

表される意見の共通点は,総合的な学習において,人

と人との触れ合う体験に基づいて,地域社会の連帯や

共同体づくりが大切であることを提唱している点であ

る。

最後の意見は,テレビの中での発見とはいえ,社会

科で学習した地域行政と,総合的な学習で体験し九社

会参加の生き方を,自分の中で関連づけた提案といえ

る。社会科や総合的な学習で学習してきたことから,

おそらくテレビ番組を見て,「これだ!」と思いつい

たのであろう。生徒は,このようなきっかけを見つけ

れば,容易に,両者の学習を関連づけることができる

と言える。本来は,社会科の授業で,北海道のある町

のような地域づくりを題材として扱いたいと思ってぃ

九が,教材開発ができないままに,政治参加のみを扱

う授業で終わってしまった。この点が後悔されるとこ

ろである。

主権者の意識を育て社会に参加する生徒の育成をめざす横断的学習

らの社会との関わりを見ていくしか評価のしようがな

い。ただ,種蒔きはできたのではないかと感じている。

総合的な学習において,公民館での日本舞踊にチャ

レソジした生徒が,地方自治の授業の後,次のような

詩をノートに綴っていた。

以上,生徒の意見から,学習の成果について考察し

てきたが,ほとんどの生徒は,地域づくりに関して,

政治参加と社会参加の両面から意見を提唱していた。

そして,自分と人,自分と政治参加,自分と社会参加

という視点から,他人事ではなく,自分なりの参加の

あり方を模索している意見がほとんどであっ九。この

点から,はじめに掲げた社会科の目標である,「社会

の諸問題に関心をもち,よりよい社会をめざし,自分

なりの社会参加のあり方を考えることができる生徒。」

にある程度迫ることができたのではないかと考えてぃ

る。

ただ,学習の改善点としては,地方自治の授業にお

いて,行政と住民が一体となった地域づくりを教材化

し,実践化を図ることがまず 1つである。さらに,総

合的な学習においては,人と人とのつながりから,そ

の人の生き方や価値観を起点に,生徒一人一人が学習

問題を見つけ,社会とのつながりを感じることができ

る追究と教師の支援を組み込むことである。この2つ

が改善されれぱ,生徒なりの社会参加への見取りは,

さらに深まってくるものと考えている。

11.おわりに

これまで,必修教科と総合的な学習について,関連

化を図る構想と実践について述べてきた。人権や政治

参加という社会認識と,他と共に生きる生き方が,車

の両輪として,最終的に生徒の「社会に関わる力」と

して育まれたかどうかは,約160名の生徒達のこれか

私が,自分の町が好きだと思うとき。

それは,自分の町の文化を知ったとき。

道を掃除している人々を見たとき。

でも,・一番は,やっばり自分で文化を体験したと

き。

そして,小学校のとき,自分で通学路のゴミ拾い

をしたとき。

だから,住民みんなが"自分の町がスキだー"と

言えるには,住民みんなが地域のために何かする

ことが大切だと思う。

何でもイイから,出来る事をすることが。自分達

の町だから,住みやすい方がイイに決まっている。

私も何か見つけていきたいと思います。

この生徒は,自分なりの視点で住んでいる町を見て

いるが,認知から体験,体験から行動へ自分がステッ

プアップしていくたびに,確かな感性で,地域と自分

との関わりの変化を感じ取っている。そして,自分な

りの社会参加を模索し始めている。このような感性の

豊かな生徒に教えられながら,社会科教育の歩みを進

めることができることに心から感謝したい。

オーストラリアで感じた,日本人の主権者意識の喪

失に対する危倶。社会認識だけでは,社会科の目標は

実現できないのではないかという疑問。この2つの思

いから,必修教科と総合的な学習について,関連化を

図るカリキュラムを構想した。生徒に教えられながら,

構想も実践も積み上げては崩しの連続であった。その

ため,理論も実践もわずかな一歩であり,今後の課題

も多い。

なお,総合的な学習について,ともに学習を構想し

実践してきた学年部の先生方,御協力い九だい九地域

の方々に心から感謝申し上げたい。
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